
古津軽さんぽ/古津軽・学さんぽ

江戸末期に弘前出身の画人・俳人、平尾魯仙が書き残
した白神・西目屋村の風景を、現在の風景と比較しなが
らガイドが楽しくご案内します。
歩いた後は道の駅で、自慢の「白神そば」をご賞味く

ださい。

18:白神の風流人
～平尾魯仙が描いた江戸時代の西目屋村をたどる

■時:9：30～12：00
■料:3,850円
■定:2～10名
■〆:5日前まで
■場:道の駅津軽白神インフォメーションセンター
■所:西目屋村田代神田219-1
■予/問: 0172-85-3315（水曜日定休）
■ア:JR「弘前駅」から車で約30分

【西目屋村】期間中いつでも（毎週水曜日は定休日）

冬になると結氷する滝
その滝を描いたとされる

場所をご案内


